
ティナ「んんん～～っ…やっぱりサウナってぇ…あっつい
ねぇ～～っ…はぁっ…はぁっ…もう…汗かきまくりぃ～～
♡はぁっ…ふぅ～～っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…はぁっ…一回抜いた後にぃ…しっかりと
ぉ…汗をかいてぇ…日頃の垢も落としてぇ…スッキリしま
しょうねぇ…はぁっ…はぁ～～っ…んん～～っ」 
 
ティナ「はぁっ…はぁ～～っ…この熱さぁ…気持ちいいけ
ど…はぁ～～っ…ちょっと私ぃ…頭がぁ…トロけちゃうか
もぉ…はぁっ…はぁっ…」 
 
澪「はぁっ…はぁ～～っ…大丈夫ぅ…？はぁっ…あなたっ
てぇ…男の人の前ではぁ…いつもトロけてると思うけどぉ
～～♡…はぁっ…ふぅ～～っ」 
 
ティナ「はぁっ…はぁ～～っ…なんか…頭と体がぁ…沸騰
してきてぇ…んはぁっ…はぁっ…ねぇ…チューしたくなっ
ちゃったぁ…♡はぁっ…はぁっ…おねがぁ～～い♡はぁっ
…んはぁっ…んちゅ～～っ…んはぁっ」 
 
澪「はぁ～～っ…はぁっ…ふぅ～～っ…はぁっ…やっぱり
ぃ…サウナ関係ないんじゃないのぉ…はぁっ…んん～～っ
…まぁ…サウナのなかでぇ…密着プレイ…しちゃいましょ
うねぇ～～はぁっ…んはぁ～～レロ～～っ」 
 
ティナ「はぁ～～っ…んはぁっ…私のオッパイ…触ってぇ
…んん～～っ…んはぁっ…レロ～～っ…レロレロ～～っ…
私ぃ…すごい汗…かいてるよぉ…んはぁっ…はぁ～～っ」 
 
澪「んちゅ～～っ…私ともぉ…ディープキス…レロ～～っ
…はぁっ…んはぁ～～っ…もちろん…私のオッパイもねぇ
…んはぁっ…はぁっ…レロ～～っ」 
 
 



ティナ「はぁっ…はぁ～～っ…あ～～んっ…オッパイ触り
すぎぃ…そんなに好きならぁ…私もぉ…はぁっ…もっと興
奮させてあげちゃうからぁ…レロレロ～～っ…ほらぁ…私
の…オッパイ…激しく触ってぇ…ふぅ～～っ」 
 
澪「はぁ～～っ…私はぁ…あなたの乳首…さわっちゃおう
かしらぁ…レロ～～っ…んちゅっ…んはぁ～～っ…レロ～
～…あらぁ…ここはまだぁ…開発されてないのかしらぁ～
～…ふぅ～～っ」 
 
ティナ「もっとぉ…キスしてぇ…はぁっ…レロ～～っ…も
う熱くてぇ…何も…考えられないのぉ…レロレロ～～…ん
はぁ～～っ」 
 
澪「はぁっ…んはぁっ…やだぁ…熱さで惚け（ほうけ）ち
ゃったのかしらぁ…？はぁっ…はぁっ…だらしなく…足を
開いちゃってぇ…はぁっ…ホントにぃ…チンポ待ちのぉ…
痴女みたぁ～～い♡ふぅ～～っ…はぁ～～っ」 
 
ティナ「あ～～んっ…オマンコ…丸見えなの…あはぁ～～
んっ…んはぁ～～っ…ダメぇ…はぁっ…そんなに見ないで
ぇ…それに…今…はぁっ…汗びっちょりなんだからぁ…ん
はぁっ…はぁ～～っ」 
 
澪「はぁっ…んはぁっ…私もぉ…マンコのあたりぃ…熱く
てぇ…おかしくなりそう…はぁっ…ふぅ～～んっ…ふぅ～
～っ…こっちのオマンコもぉ…優しく触ってくれないかし
らぁ…？はぁっ…はぁ～～んっ」 
 
ティナ「はぁっ…んはぁ～～っ…もう…力が入らないの…
んはぁっ…ダメぇ…はぁっ…はぁっ…サウナの熱と…あな
たの指で…はぁっ…んはぁっ…おかしくなっちゃいそうだ
よぉ…レロレロレロ～～っ」 
 



澪「はぁっ…はぁっ…もっと触っていいからぁ…二人のオ
マンコ…気持ちよくしてほしいのぉ…ふぅ～～っ…んはぁ
～～っ…はぁっ」 
 
ティナ「んちゅっ…レロ～～っ…さっきもイッたばかりで
ぇ…はぁっ…もうこんなにぃ…あなたのおちんちんもぉ…
おっきくなってるんだけどぉ…はぁっ…はぁっ…んはぁ～
～っ」 
 
澪「やっぱりぃ…やっぱりぃ…あなた…すごいのぉ…じゃ
あ…二人でぇ…サウナで手コキヌキぃ…開始しちゃぉうか
しらぁ…レロ～～っ…んはぁ～～っ」 
 
ティナ「はぁっ…はぁっ…いいでしょぉ…こんなにぃ…お
っきくしてるんだからぁ～～っ…ふぅ～～っ…んはぁ～～
っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…はぁっ…もちろん…本番したい気持ちは
ぁ…わかるけどぉ…サウナの中じゃあ…倒れちゃうよねぇ
…んはぁ～～っ…はぁっ…んふぅ～～っ」 
 
ティナ「んん～～っ…だからぁ…お手手でぇ…抜いてあげ
るぅ～～♡…レロ～～っ…ふぅ～～っ…レロ～～っ」 
 
澪「はぁっ…はぁっ…ふぅ～～っ…こうやってぇ…サワサ
ワってぇ…おちんちんを…指先でぇ…んはぁっ…撫でるよ
うにぃ…ふぅ～～っ…レロ～～っ」 
 
ティナ「ふぅ～～っ…サウナの中でぇ…汗ビッチョリなの
にぃ…はぁっ…ソフトタッチなんてぇ…生殺しじゃないの
ぉ…んふぅ～～っ…レロレロ～～っ」 
 
澪「んはぁ～～っ…ほらぁ…もっとして欲しいでしょぉ…
んふぅ～～っ…だからぁ…ちゃんとぉ…はぁっ…チンポい
じってほしいってぇ…おねだりしてぇ…んはぁ～～っ…レ
ロ～～っ…んはぁ～～っ」 



ティナ「んはぁ～～っ…ふぅ～～っ…こんなところでぇ…
意地悪モード…発動なのぉ…んふぅ～～っ…はぁ～～っ…
レロ～～っ…」 
 
澪「ふぅ～～っ…だってぇ…はぁっ…焦らしたほうがぁ…
ザーメン…いっぱい…出してくれるでしょぉ～～っ…はぁ
っ…レロ～～っ…はぁっ…はぁっ…ふぅ～～っ」 
 
ティナ「そうやってぇ…カラカラになるまでぇ…チンポか
らぁ…はぁっ…はぁっ…精液ぃ…出されちゃうのぉ…んは
ぁっ…レロ～～っ…んふぅ～～っ…はぁっ…はぁっ」 
澪「ふぅ～～っ…あなたってぇ…スケベだからぁ…ここに
来る前にぃ…はぁっ…金玉に精液ぃ…ずう～～っとぉ…溜
め込んでたんでしょ…はぁっ…はぁっ」 
 
ティナ「はぁっ…ふぅ～～っ…だからぁ…何度イッてもぉ
…大丈夫ってワケぇ…はぁっ…はぁっ…もっとぉ…んふぅ
～～っ…レロ～～っ…」 
 
澪「はぁっ…じゃあ…はぁっ…思う存分…サウナの中でぇ
…はぁっ…はぁ～っ…イカせちゃうよぉ～～っ…はぁっ…
はぁ～～っ…レロ～～っ」 
 
ティナ「ふぅ～～っ…はぁっ…アタシぃ…のぼせちゃいそ
うなんだからぁ…はぁっ…早くイッてよねぇ～～♡んはぁ
っ…はぁっ…レロ～～っ」 
 
澪「はぁっ…私達のぉ…はぁっ…サウナで淫語レロレロ責
めぇ…はぁっ…はぁっ…これでぇ…気持ちよくぅ…イッち
ゃってぇ～～んっ…ふぅ～～っ」 
 
ティナ「はぁっ…大好きなぁ…耳なめと…レロ～～っ…サ
ウナでぇ…激しくなったぁ…吐息まじりのぉ…はぁっ…エ
ッチな言葉と一緒にぃ…はぁっ…はぁっ…」 
 



澪「ふぅ～～レロぉ～～っ…わたしのぉ…お手手マンコで
ぇ…あなたのぉ…勃起したぁ…チンポぉ…シコシコしちゃ
うのぉ…ふぅ～～っ…レロ～～っ」 
 
ティナ「ふぅ～～っ…レロ～～っ…やだぁっ…はぁっ…あ
なたのぉ…チンポぉ…はぁっ…おっきすぎぃ…んふぅ～～
っ…はぁんっ…」 
 
澪「れろぉ～～っ…私の…お手手マンコじゃあ…はぁっ…
はぁっ…掴みきれないのぉ…レロレロ～～…ふぅ～～っ」 
 
ティナ「それにぃ…先っぽからぁ…ヌルヌルのぉ…はぁっ
…我慢汁までぇ…はぁっ…レロ～～っ…レロレロ～～っこ
んなチンポぉ…マンコぐちょぐちょですよぉ…はぁっ…は
ぁっ…はぁっ」 
 
澪「レロレロ～～っ…汗ビッチョリになったぁ…私の手で
ぇ…我慢汁…チンポになすりつけちゃうのぉ…はぁっ…は
ぁっ…ふぅ～～っ…はぁっ…はぁっ…私ぃ…ぉっきいチン
ポぉ…大好きぃ～～♡レロ～～っ…はぁっ」 
 
ティナ「レロ～～っ…勃起したチンポってぇ…オス臭くて
ぇ…マンコがぁ…はぁっ…はぁっ…濡れちゃうのぉ～～ん
っ…ふぅっ…レロ～～っ…私はぁ…チンポに反応しちゃう
…スケベマンコです～～ぅ♡ふぅ～～っ…レロ～～っ」 
 
澪「はぁっ…はぁっ…チンポぉ…はぁっ…チンポチンポぉ
～～…はぁっ…ザーメン…出してぇ♡レロ～～っ…レロレ
ロレロ～～っ…私のマンコぉ…溶けちゃうんだからぁ～～
♡はぁっ…はぁっ」 
 
ティナ「レロ～～ん…はぁっ…はぁっ…金玉もぉ…パンパ
ンになっちゃってぇ…レロレロレロ～～っ…あらぁ…？金
玉ぁ…触られるのぉ…好きなんだぁ…はぁっ…はぁっ…ん
ん～～っ…もっとぉ…いやらしくぅ…はぁっ…触ってあげ
るぅ…レロレロレロ～～っ」 



澪「はぁ～～っ…んん～～っ…自分の顔にぃ…ザーメンぶ
っかけちゃうくらい…チンポがぁ…反り返ってるよ…んは
ぁっ…ふぅ～～…レロレロレロ～～っ…はぁっ…はぁっ」 
 
ティナ「はぁんっ…そそり立ったぁ…チンポからぁ…はぁ
っ…私達のぉ…はぁっ…顔にぃ…ぶっかけてほしいのぉ～
～っ…レロレロ～～っ…ザーメン、大好きぃ…はぁっ…は
ぁっ…レロ～～っ」 
 
澪「はぁっ…クサくてぇ…濃いザーメンっ…はぁっ…はぁ
っ…勃起チンポからぁ…たっぷり出してぇ～～んっ…レロ
～～っ…はぁんっ…体中…ザーメンまみれにされてぇ…は
ぁっ…妊娠しちゃうかもぉ…んはぁっ…はぁっ…レロ～～
っ」 
 
ティナ「はぁっ…はぁっ…チンポシコシコの手がぁ…はぁ
っ…もう止まらないのぉ…ほらぁ…マンコよりぃ…気持ち
いいでしょぉ…レロ～～っ…ふぅ～～っ…レロレロっ…チ
ンポマンコチンポマンコぉ～～…はぁっ…ふぅ～～っ」 
 
澪「レロレロレロ～～っ…チンポマンコぉ～～っ…はぁっ
…ザーメンっ…お好きなようにぃ…ぶっかけてぇ…はぁっ
…ふぅ～～っ…レロレロ～～っ」 
 
ティナ「レロ～～っ…はぁ～～っ…ふぅ～～っ…顔でもぉ
…口の中でもぉ…レロ～～っ…すきなようにぃ…汚し（よ
ご）てぇ～～っ…レロ～～っ…はぁっ…はぁっ」 
 
澪「レロレロ～～っ…ふぅ～～っ…はぁっ…チンポぉ…マ
ンコぉ…ふぅ～～っ…レロ～～っ…んふぅ～～っ…はぁ
っ」 
 
ティナ「はぁっ…はぁっ…やだぁ…チンポからぁ…はぁっ
…こんなにぃ…精液…出しちゃったのぉ…ふぅ～～っ…は
ぁっ…お手手にぃ…あなたのぉ…チンポ汁ぅ…いっぱいな
のぉ…ふぅ～～っ…はぁっ」 



澪「ふぅ～～っ…サウナの中ぁ…チンポ汁まみれぇ…んふ
ぅ～～っ…どうしましょう♡レロ～～っ…ふぅ～～っ…チ
ンポのニオイ…取れないかもぉ…はぁ～～っ…♡」 
 
ティナ「レロ～～っ…はぁっ…私たちのぉ…マンコの匂い
も染み付いちゃうしぃ…はぁっ…あなた専用のぉ…ヤリ部
屋決定かもぉ…ふぅ～～っ…はぁっ…はぁっ…」 
 
澪「はぁっ…ふう～～っ…だからぁ…チンポぉ…ヌキたく
なったらぁ…いつでも来てねぇ…はぁっ…レロ～～っ…レ
ロレロ～～っ」 
 
ティナ「はぁっ…ふぅ～～っ…いつでもぉ…オマンコ濡ら
してぇ…はぁっ…待ってるからぁ～～ん♡ふぅ～～っ」 
 
 


